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I. はじめに
新学習指導要領の体育科の運動領域では五つの
改善点が示されている。この中に「心と体を一体
としてとらえる」とある。このことは、教育の場
としての体育学習に記録の優劣や能力の比較より
も、自己発見や他者理解の場として、また人間交
流や自然交流を楽しみ、生きる活力を生み出す機
能が求められていることを示すものである。
2002年度の新学習指導要領では、高学年の「体
操」領域は、「体つくり運動」と名称を変え、「体
ほぐしの運動」と「体力を高める運動」という二
つの指導内容となった。本研究り目的は、この「｛本
ほぐしの運動」に焦点をあて、身体運動を通して
児童自身の心と体に何が起こるのか、自分と他者
のかかわりの変容について検証することである。
II. 研究内容・方法
本研究は、自己概念形成に他者との交流が重要
であるとの考えに基づいて、小学校体育の授業で
他者との間に心地よい生活が営まれる集団づくり
を目的とした学習活動を構成しその成果を検証す
るものである。
学習者の集団に次の活動過程を順に設定した。
その過程は、次の段階からなる。相互作用 l) を喚
起する活動を設定し、学習の初期には雰囲気を和
らげて自分を楽にする段階、次に人間関係を深め
て信頼を築く段階、状況を確認しながら集団のか
かわりの高まりをみて創造的に問題解決をする段
階である。他者とのより深い交流を喚起させる活
動を段階的に設定することで自分や他者について
新たな気付きを伴いながら、人とのかかわりを肯
定的にとらえられるようになることで、運動の心
地良さを味わい楽しむことができるであろうとい
う仮説に基づいて活動内容を構成し、その成果を
検証する。
1. 研究授業の対象及び期間
柏市立柏第五小学校5年 1組 (35名）および6年 5
組 (34名）を対象とし、 2000年9月 26 日から 10月 7
日まで（全 7 時間） 5年生の授業を行い、 10月 23 日
から 11月 4 日まで（全 7 時間）の期間に6年生の授
業を行った
2. 調査内容及び方法
事前・事後に質問紙法による自尊感情尺度評価
2 I 、学級生活満足度尺度評価3' を実施した。併せ
て質問紙による毎時の授業評価八学習ノートの
自由記述、授業者による観察を行った。研究授業
における観点を以下に示す。
(1) 学習者が相互に気付き合い、動きを創り上げ
ていく活動を多くとり入れ、自己概念形成や他者
理解を促進する。
(2) 「体ほぐしの運動」の成果を具体的に検討す
る。
3 ．研究の具体的内容
(1) 「体ほぐしの運動」の解釈と方向性
-37-
中谷
現学習指導要領における体操領域では、身体運
動の基本的能力の形成を重視してきた。平成元年
度の学習指導要領の改定以来、運動の楽しさを味
わい、運動の特性に親しむといことが唱えられて
きたが、指導現場では体力重視、超越志向の技能
定着学習が拭い去れなかった。さらに時代の推移
と共に生活習慣の乱れ、遊びの少人数化、外部か
らのストレス 5) （規律・規格の中の生活、よい子
でいる自分61 7! 、こうあるべき·こうなくてはな
らない論）や未来への不安によって、肯定的に生
ぎることを見失い、夢を持てない子ども達が増え
てきた。
このような背景を受けて提唱された“楽しい体
育”であったが、子ども側から見れば、やはり“
でぎる・でぎない”が重く感じられる“めあて学
習”であり、お膳立てされた楽しさを味わうもの
であった嫌いがある。
その結果として、運動に対して強い関心をもっ
て取り組む生徒と興味を持てず消極的な取り組み
に終始する生徒との―一極化を生んでぎた。また、
相変わらず固定概念（「私は、 00が苦手である」
とか「僕は、足が遅いから走るのは嫌い」「△△に
むいていない」）を打破でぎない児童がいることを
認めなくてはならないだろう。
今までの授業観を振り返ると、「めあて」を児童
個々人が設定するか、それとも教師が設定するか
の違いごそあれ、設定された「めあて」に対する
到達度を評価する授業が多く存在していた。この
ような授業観のもとでは、技能差に従って場の設
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定が行われ、技能習得につれて難易度の高い課題
に進むという現況が生まれ、児童の間に技能差に
よる階層性が形成されている。これらの背屎から、
技能向上や記録の達成ばかりにとらわれない「運
動」を見直していこうという改革が「心と体の体育」
を生み、具現化した「体ほぐしの運動」に結びつ
いたものと考えられる。その構造を図ー1 に示すじ
「体ほぐしの運動」は、誰でも、いま•ここでで
きる動き 8) を根底に隧き、運動の心地よさを味わ
い、心身を解放し、仲間と豊かにかかわるような
機会を求める領域として体育の中に位置付けられ
たととらえることができる叫高橋 10) は、気付き
・調整·交流という 3 つのねらいの達成を焦るあ
まり、教師側のねらいが子どもの自発的な感性を
閉ざすことを危惧し教師が目標を設定し、子ども
を操作して、追い込むような指導に陥らないよう
警告している。教師が抱く期待の枠に追い込む指
導に終始する結果、期待されたことに応えるとい
う“よい子”の観念が子ども達の心と体を取り囲
み他律的に制御された「規格化した身体」口を形
成してしまうことが起こり褐るのである。
多様な動きの魅力に触れ、かかわりの中で生ま
れる安心感や心地よさを味わい、自発的な動機の
もとで身体を動かすごとを取り戻し、自分が自身
に抱いているイメージを見直しその否定的な部分
（できなしヽからいや、恥ずかしい、むしヽていなしヽ）
から脱却することが「体ほぐし運動」のねらいで
ある。
自分の五感を使って「体」から「心J へと向か
体力向卜の体育
・効率よく、巧みな動き
・技の習得、向＿卜.の追求
・記録の意識化、競争
・課題逹威型・統制化
・のびのびした動ぎ
•からだの開放・解放
・自分を見つめる
・体験生産型・自立化
こころと体の体育
図ー 1 心と体を一体とした体育の在り方
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うベクトル12) に気付き、共感すること、また周囲
の仲間にも個々の感情、感覚があるごとを相互承
認していくことが大切である c. 「心と体を一体とし
て」という表記が意味するとごろは、目に見える
身体の動ぎだけではなく、見えない心の動ぎの部
分に意識を向け、光を当てた学習活動にナろ-ど
である。
(2) 研究授業実践
単元計画は以 F(1,4 項目を踏まえて構成 1]だ
ア＿「体ほぐしの運動」は、単独単元で構成し
保健の授難も組み込す｝
イ．元を自己開放から自己形成ゞ算＜ゾフセ
スとしで構成すろ
ウ．活動内容ば、，淮でもやべしくで弐ぢ連励
であるごととするぐ
工学習活動案は、目の前にいる児童によっ
て常に変化し得巧ものど祝え、 f：軟に対
応する C
「からだ」を扱うことば、その個人の全人格その
ものを認めろいごとである一緒にし、る時中間で、
「からだ」の安全を互いに保障しながら、素直に
自分のめあてに向き合い、集団の相互の合意に基
づいて活動が展開されるよう、教師は支援 14)
(facilitate) する必要があり、目の前にいる子ども
の行動や感情の変化を判断し、柔軟に対応できる
貸質が求防られる
(3) 学習の単九構成
認l は実施された授業構成を示すものである）
この学習過程を構成するにあたってはプロジ＿L ク
ト・アドベンチャー.1 o) （以下「PAI レ略ず＼ GT罪
念を参考に 1ービ
以下に自門概念形成を促→構成点の 5 項目をド
し、活動過和 lf,、の要占左述へる
①マ」：»'，＜，.、レ，f キンゲ：緊張を万}` ！，楽］，勺
成功体験を大事にするつ固‘ボ慨念閃いけ概念左崩「
表情が崩れてしまう。声が漏れ笑頻で溢れる
し，ヽ雰囲気づ／い こ '1t 戸炉に袴-r セ，、｀舌f廿ナマ， ＇ャ・
んな依育で・し、 1 、 ,T\,9
②月分崩し切運動 精呻的抑仕，11 よ・ピ，9i 9)兌内り、、
牧、 K千下手がなし ‘1 人前も気 I'4 午｀ノ，な＇＇なア］門
表ー 1 学習の単元構成
J時間目 1 保健 1 2 時間目 1 3 時間「］ 1 4 i可戸―i 叶間「l I G 時間 [1 I f呆健 l ト―---- 1― □- --t---t---~ ---1-- l—- -- 1 •- --4 
ォ： I ロンテーCハン アイス7` ;J イク ア｛尤ブさ[,イ '9 •ウt": ング｀ 9＇_，、 -1 で！＇ケナミンク‘ァ、＇，＇，＇，ウォ：ンクャアッ ?'I r·1 分の板 V‘’
I ・遊びを取 範 1 •ふかあし、 1 ふれあ t 直f! •鬼;.. _）こ 1 •鬼こっ-- 1. 7 、 Lー ケ／ 3 ／ 1 返い
作り戻す ! 遊び 1 び ‘ り 1 ・に頼の動き・コミュニケーン」／づくり ・気付きの共
既成崩し ・自分崩し I. 自分崩しづくり ー→くり •仏 7代遊び I ＇有
召スブ｀レイク I -信•新聞紙の！ • I‘9-
_, 
i 
日を・支えあう 1 ・課粗解決州・りク：l ズトJ P が
. I 
. fl 分友達び，
・声を出す 頼気特になろ 1 代えて遊ぶ・だねる 動 ［：ムヘスト 3 長 11i_ 1 •笑う (T) I う ‘ ` 
約＇・信頼，・ 1 ! -ニケン j ／・創造と試し 1. ✓ 」ぶン，，‘ ・体育はから
・触れる 束 だそだて
・無理しな
し9 、
一
心の安全
_ 
振り返り
体育館
口り返り教室 I 体育館 体育館一 振り返り体育館 振り返り十竺□竺り体育館 1 公園（外）
よとめ
教室
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信をもつ。心理的身体的リスクを体験3 表情・姿
勢を崩す。声を出す。「まあいいや」
③信頼の動きづくり：信頼と共感のための活動。
仲間といる事で自分は守られているど実感する。
身体と言葉の交流。仲間をサポートする動き。委
ねる。「こわいけど面白い」
④コミュニケーションづくり：意見や感情を表
現する能力を高める。言薬や身振りで伝える。身
体接触や言葉の交流が活発になるごとで心地よさ
を体感すな「みんなでやるぞ」「グループが楽し
点 5年 1 組毎時間の自己評価の変化
95.01 9：ご、.十叩()|
85.0 
80.0. ー・•--
―←男子の平均
75.0 トー------- --- -..—女千の‘平’均
ー毎時の平均
70.0 
1 2 3 4 5 6 阿目
図ー 2-1 自己評価の平均の変容
しヽ」
⑤課題解決運動：効果的にコミュニケーション
をとって協力し合う経験をする。簡単なものから
複雑なものへと、試行錯誤をして解決する。「どう
やったらいい」 1 こうしようよ」リーダーシップや
役割を学ぶ。プロセスが大切なこ，1:'. に気付く。
m. 結果と考察
1. 毎時の自己の振り返り表による評価
自己評価は、著者が作成した25項目の質問に対し
点 6年5組毎時間の自己評価の変化
90.0 
85.0 
80.0 
70.0 . ―←男子の平均
65.0 ---—女子の平均ー毎時の平均
60.0 
1 2 3 4 5 6 回目
図ー 2 -2 自己評価の平均の変容
表 2 -1 自己評価得点に関する各授業間の差の検定 (5年1組）
授業回数 1回日 2 回日 3 回日 4 回目 5 回目 6 回目
1 回目 2.952 ** 3.396 ** 4.253*** 2. 793 ** 5.542*** 
2 回目 2. 165 * 2.864 ** 1. 704 4. 717*** 
•一•
3 回目 1. 5 0.059 4.475*** 
4 回目 -1. 386 3.534 ** 
5 回目 4.462*** 
6 回目
*p/0.05 ** p/0.01 *** p<0.001 
表ー 2-2 自己評価得点に関する各授業間の差の検定 (6 年 5 組）
授業回数 1回目 2 回目 3 回目 4 回目 5 回 H 6 回目
1 回目 2.323 * 2. 137 * 4. 749*** 7.376*** 8.997*** 
2 回目 0. 155 2.644 * 5.803*** 7.696*** 
3 回目 1. 336 2.861 ** 3.812*** 
4 回 H 5.096*** 6.088*** 
5 回目 4.292 ** 
6 回目
*p<0.05 ** p<0.01 *** p<0.001 
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て 4 段階評定尺度で回答するものである。（資料 1)
図 -2-1 の推移からも授業を菫ねるごとに意欲や
心地よさの高まる様子が認められた。「楽しい」か
ら「もっとやりたい」「明日は何だろう」「終わる
とさみしい」「またいつかやりたい」という気持ち
の変容は、学習ノートからも読み取れた。実践の5
回目では平均得点が低下しているが、その理由は、
授業の内容には課題解決型の活動が多かったこと
と関連が深いと考える。課題解決型の活動では、“
意見を言う”、‘‘考えを出す”、“試行する”という
非活動的なことが多く、個人の運動欲求との間に
慈藤が生じたのではないかと考えられる。このこ
とは録画ビデオの様子から活動量の減少や表情の
変化が読み取れ、また児童の記述からも示唆され
る内容が確認できた。各回相互間の検定は表-2-1
および表-2-2 に示した通りであり授業を重ねる毎
に大きくなり、有意な差が認められた。
男女の得点比較をすると 5年生、 6年生とも女子
の数値が男了·を上回っている。女子では、雰囲気
への適応が早く、情意の変容が明確にでていると
いう結果が得られた。これは、思春期の男女の発
達差と関連付けると興味深い点であると考える。
2 子ども版自尊感情尺度による授業前後の比較
自尊感情の平均得点は、図-3-1 、図-3-2 に示す通
り 5 年生で3. 46、一方 6 年生では 1. 64で有意な七
昇を示しど自分の活動を振り返ることのできる
年齢、つまりヒアジェロのいう自律的段階に当た
る高学年期以降に体駿することで、自己概念形成
に深く関与し自尊感情にも多大な影響を及ぼす可
能性を示すものと考える。
6 年生は、学校の中で「最高学年」「リーダー役」
「模範牛」というレッテルを貼られて見られる傾
向にある。お互いの個人差が気になる年齢であり、
学級においても教科の得意・不得意、運動技能の
個人差、あるいは性格などが学級集団の役割や分
担とは別にお且いに意識されるのが実態である。
同時に自分に対しても「自分はこれくらい」「これ
はできてこれは苦手」というように、自己の能力
を自ら限定してしまうことも多くみられる。他人
を意識することが自己の行動の背凩にあることを
5年 1 組の自籾惑情の変化 t検定· N=35 ***P<0.001 
16 
14 
10 
点 12
8 
6 lt受業前 2 授業後
-+-男了の平均 10.83 I 14.5 
～ ■ -女(-の平均 10.59 I 13.82 
→罪寺の平均 10.11 I 14.17*** 
図ー 3- 1 自尊感情の変容 (5年生）
6年 5組の自尊感情の変化
12 
10 
息
8 
t検定 N=34 ***P<0.001 
?
］投業前 2 授業後
ー會男[-の平均 9.29 I 11.24 :：jJ;:］悶1~1：『i | ］悶悶＊＊＊
図— 3 2 自尊感情の変容 (6年生）
踏まえると、自己概念の形成に学級の雰囲気が大
きく影圏を及ぼしていることを十分に認識して授
業設計に当たらなければならないごとが示唆され
る。数時間の体育授業時間内に生じる一過性の感
情の変化のみにとらわれることなく、自尊感情の
形成を助長し、伸長させるということを学級経営
という視点に結び付け、体育の授業が学級の人間
関係にどのように影響を及ぼしているかという観
点からも体育の授党の意義を見直すことができる。
3 学級生活満足度尺度による授業前と授業後
の比較
調査回答について承認得点と被侵害得点を算出
し集計した。 X 軸を被侵害得点、 Y 軸を承認得点
として、 XY 座標面に各人をプロットしたものが
図-4-1 、図-4-2、図ふl 、図ふ2である。この XY 軸
座標面は、学級生活満足群、侵害行為認知群、非
承認群、学級生活不満足群という領域に分類され
る。この領域区分にしたがって、それぞれ群に所
属する生徒数をまとめたものが表ふ 1、および表-3-
2である。 5年生、 6年生ともに、授業後に承認得点
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は上昇し、被侵害得点は下降する傾向を示し、座
標而上では学級生活に満足を感じていることを示
す右上へ移動する傾向がうかがわれている。
クラスを個別に見ると、 5 年生のクラスでは授
業前に比べ、学級生活満足群の児童が25.8％増加
した。学級集団が心地よい雰囲気に満たされ、友
達同士が優しく接するように感じられ、自分の居
場所があり、充実した生活が送れるようになった
と感じる児童が増えたと解釈される。さらに、学
級で承認されていないと感じていた児童（非承認
群）が授業後は、いなくなった。一方、 6 年生の
クラスでは授業後に学級生活満足群が 13.4％増加
し、不満足群が 11. 4％減少していた。特徴的な生
徒について個別に補足説明する。要支援群に属し
ていた生徒 I （男子）は、わずかな肯定的変容に
とどまったが、生徒 a （女子）、 n （女子） は、
要支援群から被侵害群に変化した。 a は、過年児
で授業には2回しか参加していない生徒であった。
学級生活不満群から非承認群に変化した生徒A （男
子）は、自閉的傾向にあり普段の教科学習や体育
でも、一切言葉を発しない生徒であった。
以上の結果にから、「体ほぐしの運動」が集団の
雰囲気を変化させたことがうかがわれる。しかし、
他者とのかかわりが意識されるようになり積極的
に自分を表現するようになった反面「気になるこ
とを言われた」あるいは「強く押された気がする」
というように、他者とのかかわりを肯定的に受け
止めきれず侵害行為認知群に属する生徒が増した
ことも事実である。深いかかわりに入るまでの段
階にもう少し時間をかけ相互の防衛機制をやわら
げるべきであったことが示唆される。またこのよ
うな他者との間の意志の麒齢は、人とのかかわり
がますます希薄になりがちなライフスタイルに進
んでいる現代社会において、自己形成と深く関わ
る課題であり、取り組まなければ成らない重要な
課題の一つでもある。
表ー3-1 学級生活満足度尺度の各群の変化 (5年生）
学級生活満足度尺度 授業前授業前 授業後授業後 差 差
学級生活満足群 15人 42.8% 24人 68.6% + 9人＋25.8%
非承認群 12人 34.3% 0人 0% -12人 -34.3%
侵害行為認知群 3人 8.6% 7人 20. 0% + 4人＋11.4% 
学級生活不満足群 5人 14. 3% 4人 11.4% - 1人 2.9% 
承認得点 16.86 19.46 19.46 +2.60 *** 
被侵害得点 9.97 10. 31 10.31 +0.34 
***p<O. 001 
表ー3-2 学級生活満足度尺度の各群の変化 (6年生）
学級生活満足度尺度 授業前授業前 授業後授業後 差 差
学級生活満足群 14人 41. 2% 19人 54.6% +5人＋13.4%
非承認群 10人 29.4% 7人 21.2% -3人— 8.2%
侵害行為認知群 2人 5.9% 4人 12. 1% +2人＋ 6.2%
学級生活不満足群 8人 23. 5% 4人 12.1% -4人 11.4%
承認得点 15.32 17.38 +2.06 *** 
被侵害得点 11.26 11. 24 -o. 02 
***p<O. 001 
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図 -5-J 6年 5組授業前調査 (PRE)
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4. 自由記述における自己意識の変容
学習ノートの自由記述の中には、さまざまな振
り返りと個々の評価が見られた。特に頻度の多い
項目を述べると以下のように総括できる。
「今までの体育と違う」、「遊びみたいな体育」、
「友達が多くなった気がする」「男女の差がなく遊
べた」「こんな体育は初めて」「体育が好きになっ
た」「仲よくなった気がする」「自分に自信がでて
きた」「友達のよい所が見えた」「恥ずかしさがな
くなった」「クラスみんなが一つになった」などで
ある。
資料 2 には、実際の自由記述を例にあげ、体ほ
ぐしの運動を実施したことによる変化について以
下の3つの観点に沿って下線を付した。
(1) 晟襄蕊＆み食釣表冬上ゑ遅勲鱗
(2) 自己の肯定的な感情の変容（実線）
(3) 雰囲気の変容（破線）
（波線）
児童の感想には、授業を菫ねるごとに不安や戸
惑いが薄れ、やがて活動することの心地よさに浸
り、自発による運動を楽しむことができるように
なったことがより多く記されるようになっていっ
た。自分の心の壁18) が低くなることで、自分の気
持ちや体を他者に委ねることのできる関係作りが
形成された証と言える。
実施後、体育に否定的なイメージの記述は、一
言もなかった。加えて、ほとんどの児童が「また
やりたい」あるいは「こんな体育なら、中学校の
体育もいいな」と答えていた。
IV. まとめ
「体ほぐしの運動」の授業を担当し、生徒の反
応を直接受け止めた感触を含めて本研究を総括す
る。
活動内容については、①初めてやること（好奇
心）、②ワクワク・ドキドキする緊張感ことがある
こと、③個人の体力や技能にかかわりなく参加で
きること、④男女混合で遊べること、⑤交流する
人が入れ替わること（特定の小集団に固定化しな
いこと）、⑥日常的な状況を変え、視点の変換をし
やすくすること（非日常的・ファンタジー的状況
千葉体育学研究， 26,37-49(2002)
づくり）、⑦声を出す場面があること、⑧必要に応
じ適度な体の触れ合いがあること、⑨チャレンジ
の領域があること（創造性•発展性）という要因
を取り入れることが、「体ほぐしの運動」のねらい
を達成するために有意義であると考えられる。
毎時の自己評価、自尊感情尺度、学級生活満足
度の 3 つ評価を用いることで、本研究における「体
ほぐしの運動」は、自己発見や他者理解の場とし
て、また人間交流や自然交流を楽しみ、深め、生
きる活力を生み出すという点において成果が得ら
れたものと言える。また、自己評価、自尊感情尺
度、学級生活満足度を実施することで、「体ほぐし」
のねらいを授業成果として確かめることができた
と言える。
「体ほぐしの運動」を有効に行うためには、プ
ログラム（単元構成や活動の種類）の研究のみな
らず、プログラムとファシリテートする側の技術
（話術、表情、声、説明）の相関について明らか
にする必要性を感じる。教師の支援の在り方19) に
ついては、授業を担当した立場から次の点に配慮
しながら行ったことを付記しておく。それは、 a)
共に参加すること、 b) オープンエンドに問いかけ
ができること、 c) 多角的な視点から観察できる
こと、 d) 生徒の心に生じていることを観察でき
ること、 e) 状況に応じて柔軟に展開できるプロ
グラムが用意できることである。
また、児童の肯定的な変容が一過性であるか否
かについて追跡検証していくことも課題として残
されたものと考える。
本研究では、単独単元として「体ほぐしの運動」
を扱ったが、自尊感情や自己の変容という点から
は、他単元と併用し導入的に用いるよりも単独単
元として運用することの可能性が示唆されたもの
と考える。
【注および参考文献）
1) 徳山郁夫ほか「体育実技における人間関係の
変容について一相互的教材開発という視点から」 p.
15-24、大学体育第70号、 1999
2) ポープ， A.W. 「自尊心の発達と認知行動療法」
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10) 高橋和子「『体ほぐしの運動』の典型教材」体
育科教育、 5月号、 p. 26-27、大修館書店2000
11) 徳山郁夫と共同研究を進めるゼミでたびたび
用いた言莱。学習指導要領に沿って画ー的な規格
化でしか子どもたちを見ない状況を批判的に表現
したもの。
12) 杉本厚夫「がんばリズムからゆったリズムヘ」
学校体育、 1月号 (1) 、 p. 11-13、日本体育社、 2000
13) 「全人格そのものを認める」ということをプロ
ジェクトアドベンチャーでは、フルバリューコン
トラクト (Full Value Contract) というキーワード
で説明している。この考え方を『体ほぐしの運動』
に適用しようという意図を含んでいる。これをさ
らに具体的に示すと次の5つになる。
1一緒に存在すること (Be There) 
2安全であること (Be Safe) 
3 ゴールを設定するごと (Set Goals) 
4正直なこと (Be Honest) 
5固執せずに先に進むこと (Let Go and Move on) 
14) 林寿夫「心を育てる冒険教育」 (PAプログラ
ム体験会資料） PAJ 刊、 2000
対象者に応じてプログラムを進行する援助する
役割を果たす。教師がリーダーシップ（二隅不二
夫の PM 理論1964が有名）をとるというのではな
く、児童に沿いながらの活動を促進するものとい
う意味である。
15) プロジェクト・アドベンチャーは、 1971 年、
イギリスのOBS （アウトワード・バウンド・ス
クールという冒険学校で世界的な組織）から派生
した組織である。 J. ペイがOBS の教育理論を、
既成の学校の中で取り入れ、実践を重ねることか
ら始まり、教育者、心理学者、カウンセラーなど
で理論を構築した学習プログラム実践の組織であ
る。（以下「PA」と略す）
16) D. 7 ラウティ、 J. 四りエル、 P. ラドクリ 7 :アドベン
チャーグループカウンセリングの実践 C. S. L 学
習評価研究所、 1997
17) ピアジェによると、思考の発達は、子どもが
環境にはたらきかけ、また環境からはたらきかけ
られるという相互のはたらきかけの中からできあ
がるという考え方をとる。「同化」と「調節」を通し
て思考を発達させていると考える。認知発達理論
では、幼い子どもは、良いか悪いの判断を外部の
基準で決まるという「他律的段階」と 11~12歳以
上になると内面の基準によって判断（動機論的判
断）するようになる「自律的段階」があるという C
18) 林寿夫ほか［アドベンチャー教育で特色ある
学校づくり」 p. 40-45、学事出版、 1999
19) 文部省「学校体育実技指導資料 7 体つくり運
動」 p. 29、東洋館出版、 2000
受付平成13年11 月 25 日
受理平成14年 3月 16 日
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資料 1
今月の体育を振り返ってみよう
月 日 時間目
とてもすこしあまり
思う 思う 思わない
? ? ?
I 2 一人よりもみんなでできたことが楽しいと思う
1 ことがあった
3 今日のみんなの雰囲気が気持ちよかった
4 今日はみんな一体になっている感じがした
I 5 友達の一生懸命な様子を見ることができて感動した
I 6 誰かが失敗したりできなくても自分には隅係がない
と思った
7 人の考えや、意見をきくことも大事だと感じた
8 人と手をつないだり、ふれたりしても平気だった
9 友達のよいところが見えた気がした
I 10 友達の喜ぶ姿を見て自分もうれしくなった
1 友達と自分との違いを感じると気になった
1 12 自分の良い所・悪い所が少しわかった気がした
13 友達を元気づけるような声かけができた
14 自分が失敗したりできなかったりすると友達の目
が気になった
15 話し合いの時は友達の意見に全てついていく方が
楽だと思った
16 もっとやりたいという気分になった
18 
I 
19 
1 :
1 思いついた
17 気分がすっとした
笑ったり、大声を出したりして楽しんだ
自分ならはどうすればよいか作戦ややり方の工夫を
自分のからだについて興味を持つことができた
友達と自分では体や力に違いがあることが分かった
からだが軽く元気がいっぱいになった
動くことが心地よかった
24 無理をしないで自分なりにできた
25 時間を忘れて活動できた
??? ??? ???
?????????つ-2222?221 * 
1 * 
? ? ?
1 * 
??? ??? ???
1 * 
注：とても 4点すこし 3 点あまり 2 点，ぜんぜん 1 点の合計。＊は逆転項目 1 
I 
1 使用する際は， ＊及び左側の縦書き項目は削除する。 _J 
? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ? ?
? ? ?
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資料2
・私は、この体育をして、衷荏差焚（農そ却ふえた占＿うな冤がし＿ま-~t;。とてもそれがうれしいです。この体育をしたら
男子が好きになりましたc 先生が「シロナガスクジラ」といったときに男子も女子もみんな娃複な奴又か位はぃとはじ
めて思いました。わたしは、時々、あのこのことわたしは好きなのに、あの子は、あっちの子の方が好きなんだと思う
ときがある。家でも思っている、そういうことを、家で思っているとやな気分（やつあたりなど）になる。でもこの体育は
ま文ふれゑ俵恵だと思った。体育はもともと好きだったから、もっと好きになれた。追廷なんは比
ど走り回っているのがよかっtニ。（女子）
^‘’‘/‘/‘’ 
・先生の体育は、前とちがって社んな文更変2在しy店且、協力してやー互前とちがって体育の時に先生の話をねな
がら聞いても鼓辺辺辺致出」、製哀問怪な＄更老2をぃゾ坦とこ週んgのも楽しい。
わたしは、佐霞としS砧出息伍梨没法妥切邸表で楽しかった。わたしは、あんまり人をたたかなくなった。体育は前
も好きだったけど、先生の体育をやって大好きになった。家に帰ってお母さんや弟とできることはやりました。先生と
やってきた体育且ご一生の宝です。（女子）
•今までの体育は、とびばことかでやだなあーとか思っていたけれど先生との体育で雙互4迎迎甚＆没と士など、
遷、そういうまゑぃ数心2乞ニムは記辺奴及そういうのはなくて、それにとっても楽しかったから、
ずいぶん体育の印象が変わった。 2人組を作ったりするとき、 I委と＆ど衷がう・人4捐~t:;ことがとってもよかったと思っ
ています。あまりそうになった子とか「いっしょに3人組になろう」といってあげれました。今までの体育の中でいちばん
楽しかったですC （女子）
・今日ほけんのじゅぎょうをやった。友達のいいところがみえた。はじめてみえた。（男子）
・体育は、ご差ゑ立凄店ぃヱはなし辻：いうことがわかりました。（女子）
•最初のころは、ばかばかしかったけど、今は、楽しいしおもしろかった。組を作るときは、すぐ自分から人を集めた__L)
し。今思えばやったこと全部楽しかった。（男子）
・いつもはみんなと体力の差が出ていたけどこの体育はitんなび」ゑと乱蕊欺5ゑ住衰で楽しかった。（男子）
•この体育をやって自分は少し成長したと思う。自分は人をわらわせたりいい所を自分でみつけられたのがよかっ
た。これからも自分のいいところや悪いところをいっぱい見つけていきたい。こんな体育があるんだとわかった。これ
からもいろいろな体育をしていきたい。だって羨昆必笈禁Aん。とすごく思った。やったやつはわすれない。ぽくは、テ
レビゲームばっかりやっていたけど、外で遊ぶのもいいものだと思った。（男子）
・ふつうの体育はきらい。なぜかというと、走ったりするし、てつぽうもするから。走るといってもおにごっことかなら楽
しいから、つかれないけど、ふつうの体育はリーダーが、いつもボールとかわたしてくれないし、しっぱいすると悪口を
いうから。でも、この体育は、姦圧こズ乱ま丈登g袋込衷2文友2坦笈辻出這云哀屁凡ぷ支畏旦む匁刀廷iいしー、］）
ニ冬二奴奴以毀姓辺ぷ姦ゑるとから、大好きです。（女子）
・いろいろな友達とくんで、ーいつもしゃべらない子とかもグlレーープを作れーて、 1ー ナ＆かもなく文、ー友達かんけ~~j;む体育の
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時呑t忠j迅‘-？交屯仲ーよgkt:;し)です。自分は、運動とくいじゃないし、いやだなあと思っていたけど、今は大好きにな
りました。すごく思い出に残っーて、友達ともこんどからいつばい遊んだり、しゃべったり、したいです。（女子）
•この体育をやってから、なん力X翌¥存瑛 (1 岨）ーでーよ力‘-？ーたな表？ー文思う賎力！あ全ようになってきました。こういう体育
があることもしらなかったから「初めて知った」という気分があってうれしいです。前は、正直にいうとこの子あまり好き
じゃないって思えて心の中できめつけていたけど、よく考えていい所をかんがえると、なんかあまり好きじゃない人な
んていなくなって、みんないい人だなあと思いました。だから、いやなことをいわれてもその人のいい所をかんがえる
と、そのいやなことをわすれられて、いいなあと思っています。だから、召2クラろ」三L-＼や。な人荏ん文しー、なーくなりーました。
この体育をやってそういうことを思えるようになったのでよかったです。
（女子）
＊本人の生の声を尊重し、言葉は、原文どおりとした。
＊下線は筆者による。
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